
　前回は既成の矯正装置、プレオルソ

タイプⅠについて書きました。同じよう
な年齢（7～9歳）の上顎前突のお子さん

でも最初の装置としてプレオルソタイ

プⅠが使えない場合があります。口を結
んでいても唇の間から前歯が見える、

唇がうまく閉じられない、前歯の配列

が悪いなどの場合です。そのような場

合にはプレオルソタイプⅠを使う前に
別の矯正装置で口を閉じやすくします。

左の写真

はワイヤ

ーの力で

前歯を引

き締め、口を閉じやすくした後に

プレオルソタイプⅠを使用し咬み
合わせの安定を計ります。

　また、前歯がばらばらになって

いる場合や、重なっている場合に

は２×４と呼ばれる方法で前歯

を配列し、その後プレオルソタイ

プⅠを使用します。
　どちらの場合でも唇の筋肉を

強化するトレーニングが必要です。矯正治療に平行して、鼻炎等

のアレルギーをお持ちの方は、その治療も必要となる場合も

あります。

　気になる場合は小児歯科専門医、矯正歯科専門医へご相談くだ

さい。HPは「ゆきなり小児歯科」で検索すると簡単です。過去の

「親子のひろば」もダウンロードのページに掲載しています。
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